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《１．研究前の状況と課題》 

【状況】 

インフルエンザやノロウィルスの予防対策。

H25年度までの取り組み。 

① 利用者・職員のほぼ全員にインフルエン

ザ予防接種実施。 

② 玄関にアルコールと次亜塩素酸の両消

毒液を設置（通年）。 

③ 毎年12月～翌年２月までは、 

・両消毒液の他にマスクとうがい用コ

ップを設置。 

・外出企画を中止。受診や家族より希

望があった場合のみ実施。 

・利用者に発症者が出た場合、当該フ

ロアは面会を2週間中止。 

【課題】 

・インフルエンザ発症者 

H23年度…8名、H25年度…2名 

H24年度…4名 

・ノロウィルスは、開設以来発症者無し。 

H25年 1/22に感染症マニュアルを作成

 した事により感染拡大が防止できた。 

しかし、このマニュアルは発症後の対策が

メインであり、拡大を防止する事はできても、

発症そのものは防げなかった。 

通常のケアに加えて感染拡大防止のケアを

する事によってケアの量が増え、職員の体力

的・精神的な疲労も増していった。 

面会が中止になると、毎日食事介助に来て

いた家族の協力が得られなくなる。また、2

週間面会できない事に対する不満が募り、施

設に苦情を申し出る家族もいた。 

発症者が出るたびに、このような事が常に

課題となっていた。 

《２．研究の目的ならびに仮説》 

1 年を通して、発症者を一人も出さないと

いう事に重点を置く。発症者が出なければ、

前述のような課題も起こらない。また、家族

との関係も円満に推移する。 

また、「今季は一人も発症者を出さなかっ

た。」という施設の自信に繋がる事を期待し 



て、H26年度はさらなる感染症対策に取り組

んだ。

《３．具体的な取り組みの内容》 

H26年度の取り組み 

① 利用者・職員のほぼ全員にインフルエン

ザ予防接種実施。←前年と同様。 

② 玄関にアルコールと次亜塩素酸の両消

毒液を設置（通年）。←前年と同様。 

③ 12月～翌年２月までは、 

・両消毒液の他にマスクとうがい用コ

ップを設置。←前年と同様。 

  変更点は以下より 

・受診以外は家族希望の有無に関わら

ず。全面的に外出・外泊禁止。 

 12/24～1/10までは外出・外泊を

可能とした。 

・施設内で家族が大勢集まっての会食

禁止。 

・利用者に発症者が出た場合、当該フ

ロアだけでなく、全フロア2週間面

会中止。 

《４．取り組みの結果》 

H26年度は、インフルエンザ、ノロウィ

ルスともに発症者0名。 

外出・外泊件数（12 月～翌年 2 月まで

の件数、受診者除く）は、H25年度が外出

27件、 外泊 20件だったのに対し、H26

年度は、外出11件、外泊10件であった。

家族からの声 

・外出、外泊が出来ない期間が長い。 

・正月なのにおせち料理も持参できない。

 ※おせち料理を持ち込めない代わりに、

外食をするという本末転倒になったケ

ースもあり。 

《５．考察、まとめ》 

12月～翌年2月までの3か月間の外出・

外泊件数がH25年度とH26年度を比べると

半数以下に減少した事。また H26 年度は

12/24～1/10までと制限した事で、その短

期間だけは特に気を付けようとする意識が職

員に芽生えた事が発症者をゼロにできた理由

であると考察する。 

 しかし、外出する事によって利用者の精神

的ケアを図る事は、発症者をゼロに抑える事

と同じくらい重要であると考察する。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

本研究発表を行うにあたり、写真を掲載す

る事については、ご本人（ご家族）に口頭で

確認をし、本研究発表以外では使用しない事、

それにより不利益を被ることはない事を説明

し、回答をもって同意を得た事とした。 
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《８．提案と発信》

 発症者をゼロに抑えるという施設側の思い

と、外出で気分転換を図りたいという家族の

思いは、どちらも重要である事は言うまでも

無い。 

外出・外泊を禁止にするのではなく、あく

までも推奨はしないというスタンスに切り替

える。それでも外出したいという事であれば、

今まで以上の細かいルールを設けるなどし、

施設と家族のそれぞれの思いが両立できるよ

うな取り組みをしていきたい。 


